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本誌の刊行は明治 年 月の創刊から大正 年 月刊行の第 号まで、この内第 36 12 9 10 156
27 34 46 58 70 82 94 106 118 130 142 148 号、 号、 号、 号、 号、 号、 号、 号、 号、 号、 号、
号、 号の 冊は総督府刊行の『台湾統計摘要』の第二から第十四の市販版として小 153 13
型版で出されている ただし このうち第 号から第 号には 台湾統計協会雑誌 以 。、 『 』 （ 58 142
下『雑誌』と省略）として「記述 「記表 「雑報 「会報」も載せている （第 号およ 」」」 。 148
び第 号は「会報」のみ 。 153 ）
誌面の構成は記述（論文等）と記表（表）を本体に 「雑報」と称する各種情報・記事 、




（） 『 』 。 本誌の記事索引 総目次 は 雑誌 の附録の形で統計協会が作製したものが三種ある
第一（第 号～第 号 、第二（第 号～第 号）総目次と大正 年から同 年分の 13 4 3 51 0 7 4 6 ）
108 119 120 131 132 143 144 各年別（第 号～第 号 （第 号～第 号 （第 号～第 号）で、第 ））
号以降（大正７年から同 年）の 冊については編纂されていない。 91 3
総目次は分類索引で、土地・気象からはじまり戸口・教育・農・工・商・交通・衛生・





























































と略す 第 号の 会報 に報告されている それによれば 明治 年の国勢調査法 法 ）「 」 。 、 （ 13 5
2
第 号）の成立を発端としていることが判る。 49
本国日本帝国議会にて明治 年 月、明治 年を期して国勢調査を日本全国に施行す 35 2 38













第 号（明治 年 月） 頁。以下の記述については『臨時台湾戸口調査顛末 （台 2 13 6 1 2 8 5 』
湾総督官房統計課 ）参照。 1908
この講習会は東京統計協会および統計学社の有志によるもので明治 年 月発足から 3 32 6
同 年まで 回開催されている （ 総理府統計局八十年史稿 （同局 頁）に 44 6 1951 189 。『 』
よる）
『台湾総督府公文類纂 「明治 年 追加 「第二門 」中「三十六年八月五日 …又 4 』」 36 13
海軍属水科七三郎ハ専売局技師兼総督府技師七等九級俸ニ何レモ本日任命セラル 内務秘
書官 総督府秘書官・民政長官宛」
『台湾総督府公文類纂 「明治 年 追加 「第二門 」中「第一号 詞令案 総督府 』」 36 15
技師水科七三郎総督官房文書課勤務ヲ命ズ 明治三十六年九月一日付」
3/93水科が赴任して間もなく 月 日督府職員中東京の共立統計学校の卒業生や東京での 10 14
統計講習会の修了者等を中心とした懇親会の席上で協会の設立が企られ発起人会が結成さ

















1 誌』以外関連記事の把握に乏しく 『台湾統計協会雑誌』の所蔵も一橋では図書館に第 、









祝は第一次戸口調査の際（当時財務局長 、水科と共に戸口調査部主事に任じられてい 5 ）
る。また民政長官となった後も水科の仕事には支援を惜しまなかったようである 『台湾 。
統計協会雑誌 （以下『雑誌』と略す）第 号（明治 年 月）に水科が祝を悼ぶ一文 』 69 44 10
（ 頁「懐旧録 ）を寄稿している。第 号（明治 年 月 「雑報」記事（ 頁）も 89 31 41 7 95 」）
参照。
『雑誌』第 号（大正 年 月 「雑報」記事中「水科氏内地帰還」参照。 6 147 7 11 ）
総務庁統計局図書館所蔵本も欠号あり。大学関係は を参照。 7 Webcat
『』 「（ ） 」 「 」 8 台湾総督府公文類纂 大正 年 永久進退 高 第 巻 に 水科七三郎 免官賞与 62
『府報』第 号「叙任辞令」には「大正 年 月 日付 依願免本官」の記事あり。 1238 6 3 31
また『台湾総督府公文類纂 「大正 年 永久進退（判）第 巻 （ 月分 」に「水科七 』） 63 - 1 3
三郎 統計ニ関スル事務ヲ嘱託ス 、同「大正 年 永久進退（判）第 巻（ 月分 」に 」） 73 3
「嘱託水科七三郎 退職」の文書あり。
『総理府統計局八十年史稿』の「共立統計学校の設立支援」の項中「卒業者 （ 頁） 9 」 107
。『 』 「 」 （） の中に水科の名がある また 雑誌 第 号に水科が寄せている 杉先生逸話 頁 146 59
4/93実施に関与した以後のことは全くわからなかった。しかし、近年その情報を入手しえた。
それによれば、大正 年内閣統計局を辞した後（当時 歳）は拓殖大学の専門部で統計 13 60
学の講師の職につき、昭和 年までその職にあった。昭和 年 月 日死去。氏の蔵 10 15 4 16
書は拓殖大学に寄贈されたとある 。
10
今回『台湾総督府公文類纂 （台湾国史館分館台湾文献館所蔵）の「文書 「進退」等 』」
に編綴の文書をはじめとして現地の各種資料の調査により、台湾での戸口調査のはじまり










水科の台湾における 年間（ 。 歳で渡台）の東奔西走の跡を『雑誌』の 15 1903-1918 40
「雑報 「会報」欄をはじめ 『台湾総督府公文類纂』中の人事関係文書および『 台湾総 」、 （
督府）府報』の「辞令 「彙報」欄で追ってみて 、そして氏が台湾を去って後の協会の 」
12




石村義典・石村桜「水科七三郎ノート（覚書 拓殖大学論集（ ）人文・自然科学 10 ） 」『 （ 212
』 年 月） 頁）この情報は栗原純教授のご教示による。記して謝意に 12-3 (1994 12 143-195
かえたい。なお、同論文は水科の北海道時代や気象観測に携わっていた頃が対象で、台湾
および日本統計学界・業界での仕事にはほとんど触れていない。
花房・高橋は『雑誌』に論文・翻訳等度々寄稿している。新渡戸については明治 年 11 38
の『臨時台湾戸口調査記述報文』英訳版は、内外でその企画は高く評価されているが、そ
の序文によれば 「本書英訳ニ関シテハ農学博士法学博士新渡戸稲造氏ニ其ノ全権ヲ委任 、
シテ完成スルコトヲ得タリ」云々と （ 雑誌』第 号（明治 年 月 「雑報 ） 。『 ） 」 42 42 8
（） 「 」 また祝より水科宛の手簡 記念絵ハガキに採用 に 英訳ノコトハ新渡戸博士ト協議…
とある。
明治 年第 回から 年の第 回までの台湾総督府統計講習会での講師・幹事役を 12 3 6 14 46
37 38 44 はじめそれらに続く各庁での講習会 特に明治 ～ 年に また第二次調査前の明治 （、
～大正 年にかけて）には必ず講師として、また督府警察官及司獄官練習所での講師嘱託 4
や内地官庁との連絡のための度々の上京、島内出張では赴任して早々の各地への視察、中
には ヶ月近く全島を視察して巡ったこともある 雑誌 第 号 大正 年 月 十 19 3 2 1 0 。 （ 『』 （ ） 「
年前ト八年前」に所載の復命書（ 頁）参照）その後も枚挙にいとまない巡視等々。 147






















シハ吾人ノ今猶大ニ光栄トスル所ナリ （ 頁）云々とある。 」 155
美濃部洋次の満洲時代については『美濃部洋次満洲関係文書目録 （一橋大学経済研究 15 』
所 ）の「解題」参照。 2000
陳培豊『 同化」の同床異夢 （三元社 ）参照。 16 「』 2001
6/931 附録
《台湾統計協会 会員数・雑誌発行部数》
会 期 会員数 期末 会誌発行部数（各号 年間） （） /
明 治年月 発 会 時 名 36 10 603
年月 名 37 3 1514
月部 42 0 0 0
第一期（ 年末） 名 部 37 1692 2000
二期（ 年末） 名 38 1765
三期（ 年末） 名 部 39 1600 2000
四期（ 年末） 名 ～ 部 40 1497 1900 1800
五期（ 年末） 名 ～ 部 41 1422 1800 1500
（ 年戸口調査部官制廃止→統計課新設） 41
六期（ 年末） 名 42 1270
七期（ 年末） 名 43 1390
八期（ 年末） 名 部 44 1321 1500
九期（大正 年末） 名 部 1 1304 1500
十期（ 年末） 名 部 2 1263 1500
十一期（ 年末） 名 ～ 部 3 1444 1500 1700
十二期（ 年末） 名 ～ 部 4 1460 1600 1650
十三期（ 年末） 名 ～ 部 5 1420 1650 1600
十四期（ 年末） 名 ～ 部 6 1321 1600 1500
（大正 年 幹事長 交代） 7
十五期（ 年 月） 名 ～ 部 8 3 1120 1500 1300
十六期（ 年 月） 名 部 9 3 1191 1300
「本会十年小史 （菊池義郎 『雑誌』第 号所載）および「会報」記事による。 」 94
7/932 附録
《台湾統計講習会》 関係記事
明治 年（ ） 月 日（訓令第 号） 台湾総督府統計講習会規程 36 1903 9 12 173
第 一 回 明 治年月日 ～月日 （ 定 員 百 名 ） 36 10 20 11 24
講師 持地六三郎・水科七三郎・新倉蔚・竹村諫・永野俊吾・都筑能悌
講習員 （成績順位第一位）窪田貞二他
第二回 明治 年 月 日～ 月 日 37 10 1 11 7
講師 水科七三郎・竹村諫・都筑能悌・森山（嘱託 ・永山（嘱託） ）
講習員 （同）堤一馬他
桃仔園庁統計講習会 明治 年 月 日～ 月 日 37 7 15 8 4
月 日、 日 桃園街に於いて国勢調査の実地試験調査を実施 81 3 1 4
（第八号附録に結果の報告あり）
第 三 回 明 治年 月日 ～ 月日 3 972 1 82 7
講師 水科七三郎・竹村諫・阪本（属 ・濱田（属 ・古橋（事務官 ・ ）） ）
永山（嘱託）
講習員 （同）石渡栄吉他
第 四 回 明 治年 月日 ～ 月日 4 112 7 22 9
講師 水科七三郎・竹村諫・阪本（属 ・濱田（属 ・古橋（事務官 ・ ）） ）
永山（嘱託）
講習員 （同）池上八三郎他
第 五 回 明 治年 月日 ～月日 4 291 4 1 01 8
講師 水科七三郎・福田眞鷹（属 ・堤一馬（属 ・立川連（事務官 ・ ）） ）
竹田唯四郎（嘱託）
講習員 （同）中野堅吉他
第 六 回 明 治年 月日 ～ 月日 4 411 6 21 8
講師 水科七三郎・福田眞鷹（属 ・堤一馬（属 ・立川連（事務官 ・ ）） ）
阿部（事務官）竹田唯四郎（嘱託）
講習員 ［氏名一覧なし 〔証書授与式における答辞者は風間佐登美〕 ］
以降督府主催の講習会は開催なく、各庁主催となる。明治 年嘉義庁～大正 年宜蘭 44 8
庁まで 『雑誌 「雑報」欄に記事あり。 、』
8/933 附録
水科七三郎 台湾統計関係略年譜》 《




（明冶 年） 地理局雇（野蒜測候所勤務） 14
上京、共立統計学校入学（傍聴生） 1883
月 卒業（ 歳） 1886 1 22
（） 12 月 北海道庁へ任官 根室支庁
月台 湾 領 有 1895 4
月 道庁殖民課技師 月 台湾住民戸籍調査規則 1896 8 8
月 非職／ 月 依願免官 月 後藤新平民政局長就任 1898 7 12 3
土地調査・慣習調査事業開始
月 内閣統計局設置 花房直三 10 /
郎局長就任
月 台湾総督府報告例公布 11
離道→上京 月 『第一総督府統計書』刊行 1899 5 （補）
海軍省経理局第一課勤務（海軍属） 1900
（（ ） ） 1901 兼 海軍主計官練習所教官
月 台湾総督府へ赴任（ 歳） 祝財務局長／新渡戸殖産局長心得 1903 8 40
月 文書課勤務（技師） 月 第一回台湾統計講習会 99
月 台湾統計協会発会式 11
月 『台湾統計協会雑誌』創刊 12
月 警察官及司獄官練習所講師 月 桃園庁桃園街にセンサス実 1904 4 8
地試験調査
月 国勢調査の無期延期可決 1905 1
（明治 年） 月 臨時台湾戸口調査部官制 38 5
月 台湾人口動態報告規程 9
月 臨時台湾戸口調査部主事 月 第一次戸口調査実施 11 10
（祝財務局長と一括）
月 臨時台湾戸口調査部庶務課 月 後藤民政長官依願免官、 1906 11 11
長兼務 祝殖産局長民政長官に任用
月～台湾戸口調査結果報告刊行は 月 『台湾人口動態統計 明治 1907 5 7
じまる 年』刊行
1 38
月 民政部通信局兼務、通信事務 月 祝長官帝国議会出席のため 1908 5 5
9/93練習所統計教授方嘱託 上京中死去（後任は大島久
月 総督官房統計課長（臨時台湾 満次） 7
戸口調査部廃止、官房に統計
課新設）
月 「臨時台湾戸口調査ノ際尽 月～『台湾統計協会雑誌』月刊 1909 11 1
力候ニ付銀杯一組ヲ賜フ」
月 ドレスデン万国衛生博覧会委 月 韓国併合／ 月 朝鮮総督 1910 8 8 9
員ヲ命ス 府設置
月 民政部土木局兼通信局海事 1911 10
課兼務
月 臨時台湾戸口調査部分掌命令 1914 6
戸口調査部主事
月 第二次戸口調査実施 1915 10
（大正 年） 4
月 依願免本官、統計事務嘱託 1917 3
月 退職 、内地帰還（ 歳） 月～ 月『台湾統計協会雑誌』 1918 3 55 4 10
2
→内閣臨時国勢調査局へ出仕 一時休刊／以降不定期刊
月 「第二次台湾戸口調査…功労 月 臨時国勢調査局官制公布 55
甚少カラス仍テ銀杯一組ヲ賜
フ」
月 第一回国勢調査実施（除く 1920 10
（大正 年） 朝鮮） 9
月～『台湾統計協会雑誌』停刊 10
解嘱（国勢調査作業終了） →廃刊？ 1924
月 死去（享年 歳） 1940 4 78
）台湾統計講習会関係は附録 参照。 12
）水科の昇叙・叙勲等および出張関係の記事は省略。 2
38 7 1907 5 1908 8 1908 注 明治 年報告書（全 冊） 年 月～ 年 月刊行 『記述報文』は 1 。
年 月刊 『記述報文』の漢訳版は 年、英訳版は 年配布あり。 3 1909 1910 。
第 次センサスは、多くは後藤の事業として紹介されているが、氏が参与したの 1
は計画・実施段階までで、その後の整理・編成から刊行は祝の時代のこととなる。
大正 年報告書（全 冊） 年 月～ 年 月刊行 『記述報文』は 年 2 4 7 1917 9 1918 9 1918 。
月刊。これをもって水科は退職する。 3
補記 「水科七三郎ノート（覚書 」では水科の上京から台湾赴任までの時期について東 ）
京統計協会勤務と推測での記述をしているが、赴任当時の官職から『職員録』で調査















「雑報」欄中の「新刊紹介」記事は第 号から第 号までは表紙目次では項目のみ 31 3 3 ）
で内容が掲載されていないので、本文の記載順通りに新しく追加記入した。また「会報」





































祝電 民政長官ノ演説 米国ノ「せんさす」 日本ノ「せんさす」問題 米国ノ人口 香 // / / /
港ニ於ケル諸統計 工場ニ於ケル死亡数 台湾総督府統計講習会記事 新刊批評〔明治 // /
三十五年末街庄別調査台湾現住戸口統計・宜蘭庁勧業統計表（第一回 〕 発会式ニ ） /
於ケル演説
85 会報





















折畳机 農業統計ノ目録式 地図表 国勢調査委員会 東京統計協会臨時総会ノ決議 宜 // / / /
蘭ノ「まらりや」患者 深坑庁ノ小票 宜蘭統計講習会 国勢調査ニ関スル宿題 台湾 // / /
統計協会証書授与式 講師及講習生懇親会 会員ノ増加 書籍寄贈〔台湾館・各国参照 // /
国勢調査法〕
57 会報


















台東恒春宜蘭各庁統計事務取扱手続 宜蘭統計講習会概況 台北庁統計講習会 阿猴庁 // /
// / / / 統計講習会 講習会試験問題 阿片吸食者死亡病類別 台湾ノ死産 五大姓ノ勢力範囲
13/93// / / // 門牌ト異動届 新竹ノ天気 蚊ト温度 台中ノ漢文字修得者 全国米実収高 戦争ト犯罪
支那ノ「せんさす」 婦人ノ産児力 仏国人口増加率ノ減少 報告会 嘉義読書会ニ於 // / /
ケル統計談 新刊紹介〔日本帝国第二十二統計年鑑・日本帝国人口動態統計（明治 /
/ 三十三年原表ノ部 宮城県統計協会々報・台北庁治一斑 明治三十六年十月出版 ）（ ） 〕
正誤
96 会報
〔会員出張 幹事分担変更 委員ノ変更 幹事会 雑誌発刊数 交換雑誌 統計年鑑減価ニ // / / / /




















台湾ニ於ケル国勢調査ノ実行 統計ニ関スル民政長官ノ通達ト統計主任ノ通牒 総督 //
府内統計主務協議会 基隆庁統計講習規程 同上講習会 台北庁統計講習会 台湾総督 // / /
府鉄道部統計規程 台北庁街庄長報告例 田畑ノ則別 気温ノ観測 数位切方ニ就テ 数 / /// /
字ノ書法 北米合衆国農業統計図表 北米合衆国ノ住家ト所帯数 警監練習所ト殖民行 // /
政学校ノ統計学 恒春地方ノ教育程度 甘蔗収穫ノ標準 原因探究ノ注意 台湾軍事衛 / ///
生成績 三十二歳口歯訣 新刊紹介〔第十八回日本帝国統計摘要・統計講習会第五回 //
報告・台南庁第一回統計書明治三十五年〕 正誤 /
95 会報
〔会員帰府 幹事ノ異動 委員ノ異動 幹事会 本会会計仮規程 本会雑誌寄贈 寄附金 雑 /// / / / /

















// / / 国勢調査ニ関スル諮問 統計上ニ関スル注意 基隆庁統計講習会 深坑庁統計講習会
塩水港庁統計講習会規程 桃仔園庁統計講習会 練習生卒業 土蕃教化ノ統計 台湾ト // / /






















〔〕 和漢洋年号対照年数一覧 村上常蔵 折込表でノンブルなし
15/9385 雑報
国勢調査実地試験 総督府第二回統計講習会 桃仔園庁統計講習会 嘉義庁統計講習会 // /
新竹庁統計講習会 斗六庁街庄長例会ニ於ケル統計事項 土語通ノ職員 常設国勢調 // / /
査局 千九百年十二月三十一日澳地利國人口調査ノ結果 清國ノ面積及人口 統計熱心 // /
























統計事務規定中改正 報告例改正 第二回統計講習会開会式 第二回統計講習会講習証 // /
書授与式 第二回統計講習会会務報告 新竹庁街庄長報告例 新竹庁統計講習会修業証 // /
書授与式ニ於ケル水科技師ノ演説 新竹攻学会 地方庁ノ統計事務規程 鳳山庁統計講 // /
習会規程 塩水港庁統計講習会 彰化台中両庁統計講習会 台湾総督府来年度予算 警 // / /
務課長会議ト統計 警務課長会議ト国勢調査ノ準備 震災被害数 蛮人ト愛儂 統計講 / ///
〔（ ） 習関係者有志懇親会 新刊紹介 台湾総督府医学校一覧・東京市統計年表 第二回 /
〕正 誤 /
87 会報




















台湾総督府戸口調査費 基隆庁統計事務規程 阿猴庁統計事務規程 彰化庁統計講習会 ///
台中庁統計講習会 阿猴庁統計講習会 宜蘭庁ノ国勢調査準備 台北庁戸口大調査 彰 /// //
化庁街庄行政事務練習 台中庁街庄区長会議 新刊紹介〔内外統計略史・経済大意図 //
解・国勢調査法・製表心得・台湾総督府鉄道部第五年報〕
88 会報






















戸口調査ノ準備 戸口調査ノ機関 各庁戸口調査ノ準備 花房統計局長 国勢調査法改 // / /
正 嘉義庁統計事務取扱規程 宜蘭庁統計講習会 恒春庁第一回統計講習会 柳澤伯ト // //























台湾国勢調査準備事務ノ進程 臨時戸口調査準備委員会 万国統計協会 烏龍茶ノ分析 // /
高度ト距離 戦闘時間 欧州諸国帝王ノ在位年数 人名ノ統計 阿緱庁街庄長報告例 宜 // / // /
蘭庁第二回統計講習員 杉博士ノ近況 新刊紹介〔第二十次農商務統計表・台北郵便 //
電話局統計一覧（第一編 〕 ）
84 会報



















臨時台湾戸口調査部 戸口調査部職員 第二回戸口調査準備委員会 戸口調査評議員会 // /
統計事務嘱託 戸口調査ニ関スル諸規則 参加章 戸口調査機関ノ郵便 戸口調査ニ関 // / / /
スル訓練会 地方官会議 戸口調査ト税務課長会議 警務課長会議 戸口調査ト台北庁 // / /
巡査 学校教員講習会 練習所生徒 練習所試験問題 本島ノ官公吏 戸口調査ノ好時機 // // /
統計ノ研究 本年ノ麦作予想 誤解調査戸口旨趣 世界経済拡張万国会議ト統計 英国 // / / /






























統計図天覧 臨時戸口調査準備ノ進捗 行政区画数 臨時戸口調査ノ区画数及調査人員 // /
警務課長会議 総務課長会議 教員夏期講習会 通訳 送致箱 国勢調査弁疑 新渡戸博士 /// / / //






















統計書献上 戸口調査簿ノ検査 戸口調査用語研究 臨時戸口調査ニ対スル冷熱 有吉 /// /
台湾課長 成功 十月初三日間ノ天気 所帯 台北監獄試験調査 調査部員 台北委員長ノ // // / /















35 最近五年間台湾人口ノ消長（四 （承前） 永山嘉一 ）
〔〕 全島戸口調査結果一覧表 折込表でノンブルなし
39 雑報
臨時戸口調査実査ノ完了 臨時戸口調査費 臨時戸口調査ニ要セシ印刷物 調査課ノ事 // /
務分掌 人口動態調査 警務課長会議 医院長会議 臨時戸口調査雑観 臨時戸口調査ノ /// / /
// / / 鉄道乗客及貨物ニ及ボシタル影響 戸口調査ニ対スル祝電 佳賓 高橋審査官招待会




第二回定期総会 同事務報告 幹事会 委員ノ異動 総会委員 寄附金 入会人名 本誌ノ寄 // // / / /



















戸口調査雑観（二） 所帯票検査功程 戸口規則 人口動態小票ニ関スル注意 各委員 // / /
ノ慰労金 保正街庄長ニ賞状 臨時戸口調査ニ対スル悪声 火災ト統計材料 倉庫係事 // / /
務規程 報告係製表規程 台北庁街庄長報告例改正 恒春庁統計事務取扱手続 電気集 // / /



















戸口調査雑観（三） 統計主任ノ更迭 柳澤伯等ノ渡台 本島人ノ年中祭祀費 写真版 /// /
寄贈 京都統計協会 台湾センサス祝賀会 転住票作成ノ標準 所帯票検査成蹟 検査係 // / / /
事務規程 写字生採用試験 写字生規程及単名票謄写心得 「台湾十年間之進歩」ノ配 // /


















戸口調査雑観（四） 統計書献納 調査部ノ移転 調査部ノ執務時間 調査部ノ特別賞 // / /
与 単名票 単名票作成完結 所帯単位票謄写心得 転住小票改正 小包料金後納廃止 統 // / / / /
/ //// 計事務担任者等ノ手当 蕃地報告 宮入博士等渡台 広部学士ノ来信 嘉義地方ノ震災
麗正門ノ三十分（娯苦老） 台湾「せんさす」紀念祝賀会景況 統計学社創立三十年 //




















戸口調査雑観（五） 総督府第三回統計講習会 統計講習会規則等 統計主任更迭 臨 // / /
時戸口調査部ノ移転 三十八年度戸口調査費 集計係事務規程 岸「どくとる」ノ聾唖 // /
研究 「台湾十年間之進歩」ノ論評 東京ニ於ケル統計講習会 杉法学博士病ム 京都 // / /




会長欧米出張 終身会員 委員ノ異動 入会者 会費領収 正誤 // / //
附録


















第三回統計講習会始末 戸口調査部ノ近況 戸口調査部員 戸口調査紀念日 死因記入 // / /
方 台湾ノ人口統計表 台湾内務報告例改正 人口調査実施ノ噂 樟脳統計台帳調製規 // //
程 杉博士ノ近況 広部学士ノ近信 市統計 満韓気候概覧 年齢ノ階段 北米合衆国ノ死 // / // /
/ / 因類別 新刊紹介 第五次台湾金融事項参考書・台湾外国貿易年表明治三十八年分 〔〕
正誤
会報















55 支庁及街庄役場竝堡里街庄数各庁別 明治三十八年十一月十日現在 大橋毅
57 明治三十八年自十月一日至十二月三十一日人口動態各庁別 濱田文之進
60 雑報
台湾総督府統計摘要 練習所ノ統計学 台湾ノ高山大川 台湾人ノ賭博 臨時戸口調査 /// /
// // / 紀念日 東京市市勢調査 後藤長官ノ統計論 本会雑誌ノ要求 大蔵省ノ税務統計台帳























本島ノ統計機関及組織 臨時台湾戸口調査ノ顛末 結果係事務規程 動態係ト倉庫 臨 // / /
// / / 時台湾戸口調査部長ノ訓示 高野博士 臨時台湾戸口調査部ノ紀念写真 有志懇話会
















動態係事務規程 第一回過剰員ニ対スル告別ノ辞 臨時台湾戸口調査部事業ノ進程 蕃 ///























集計原表調製順序（一） 最近ノ戸口調査部職員 戸口調査部事務ノ進程 新竹庁ノ戸 ///
口 統計事務官 内地昨年ノ産米 全国ノ人口 府県統計書ノ分刊 東京通信 東京市宅地 // // / /

















集計原表調製順序（二） 第九統計書献納 統計主務ト統計事務 統計主務補助 本島 // / /




会長及幹事長 福田幹事 委員ノ異動 入会者 会費領収 正誤 // / //
附録
人口統計ノ話（承前 （完 〔附目次〕 高橋二郎 ））
表ノ色々（承前） 水科七三郎
臨時台湾戸口調査紀念号 第二十五号（明治40年10月）




















臨時台湾戸口調査紀念日 練習所試験問題 台東倶楽部ノ演説 府県制市町村制規定ノ // /
人口 臨時市勢調査局ノ組織 東京市勢調査費 杉法学博士ニ対スル賀詞 柳澤伯ノ渡 // / /
欧 広部学士ノ訃音 田舎新聞ト統計 世界銅採掘額 新刊紹介 台湾現住人口統計 明 /// / 〔（




幹事長及幹事 幹事会 名誉会員ノ推薦 資金定期預 総督閣下ノ寄附金 藤原銀次郎氏 // / / /
ノ寄附金 委員ノ異動 入会者 会費領収 正誤 // / /
第二十六号（明治40年11月）



















第三回定期総会 第三回総会事務報告 祝会長ノ上京 前副会長ヘ謝状 名誉会員ノ推 // / /









いなま・すてるねっぐ『萬國経済雑誌』 世界経済発展ノ現況 高橋二郎訳述 〔
22 掲載〕
33 植民政策ノ根本問題（下 （承前） 木下新三郎 ）
40 本島人ノ初婚ニ就テ 水科七三郎
46 台湾鉄道ト内地鉄道 福井公




90 論統計（申報所載 〔漢文〕 ）
92 台湾ニ於ケル各種族ノ状勢（五） 堤一馬
118 雑報
口絵 臨時増刊 第四回統計講習会 戸口調査部近況 小票台紙 人口調査ノ統一 東京市 / / // //
勢調査 四十年末人口 宮本氏ノ誤解 新刊紹介〔戸口調査職業名字彙・戸口調査集計 ///
原表・台湾第二統計摘要・台湾総督府鉄道部第八年報〕
123 会報
















臨時台湾戸口調査史略 戸口調査部ノ刊行物 第四回統計講習会 第十統計書 蕃地ノ // / /
死傷累年比較 日露戦争前後ノ負担額其ノ他 本邦輸出入額 関東州現住戸口 花房統 // / /

















戸口調査部ノ閉鎖 戸口調査部ノ紀念品 長官ノ招宴 共愛会ノ解散ト謝状 台湾ノ官 // //
吏ハ如何ニ病ミツヽアルカ 嘉義庁ノ統計事務取扱規程ト統計講習会規程 鳳山庁街 //
庄行政事務講習会 蕃薯・庁ノ統計講話 阿緱庁ノ生産死亡及死産 送別会 東京市市 // / /














44 社会ノ人口（ぎっぢんぐ氏 （承前） 本会訳 ）




戸口調査部官制ノ廃止 統計課ノ新設 統計課長 警察本署ニ戸口係ヲ置ク 祝会長ノ // / /
卒去 嘉義庁第二回統計講習会 阿里港ノ出生死亡ト学校生徒ノ疾患 内地留学ノ本島 // /
人 警監練習所ノ統計学試験問題 通信局乙科講習生 故祝会長ヨリ贈与ノ紀念品ニ就 // /
テ 西澤島ノ概況 高野博士ノ来信 口開統計 清国ノ阿片吸食 新刊紹介〔宜蘭庁第四 // / / /
統計概要・日本帝国統計摘要（第二十二回 〕 ）
99 会報

















臨時台湾戸口調査紀念ト絵端書 臨時戸口調査ノ来歴 戸口調査委員長ト現庁長 官房 // /
// / / 統計課処務規程 統計事務規程及統計講習規程中改正 報告例別冊中改正 統計課長
民勢調査神聖ノ保障 東京市市勢調査 神戸市市勢調査 大学ノ統計学試験問題 文官 /// /














報告例改正ノ議 恒春庁統計事務取扱手続 深坑庁蕃地仮住者戸口事務取扱手続 紀念 // /
絵葉書配布 我人口ハ幾千 東京市ノ人口 神戸市ノ人口 神戸市勢調査 内地来賓ト統 /////



























報告例中改正 年報報告方 賭博ト犯罪票 犯罪即決有罪ノ解釈 内務報告例中改正 統 // / / /
計区画ノ廃止 臨時増刊 神戸市ノ人口 昨年ノ全国米実収高 麦実収高 帝大卒業生ノ // / //






















報告例改刷 刑事犯人票記入心得 刑事犯人票記入方ニ関スル往答 転住調査ニ関スル // /
通牒 統計課ノ印刷物 私設鉄道統計報告規程 工事部報告例 最近統計年鑑ニ於ケル // / /
台湾 嘉義庁統計事務取扱規程 嘉義庁ノ農作物調査方法 五千人以上ノ現住地 在台 /// /
内地人ノ人口 檳榔子 我海軍力 監獄統計報告様式 韓国ノ戸口 比律賓ト合衆国 印度 // / / / /
ノ農期 印度ノ鉱産 新刊ノ紹介（日本帝国第二十七統計年鑑・日本帝国国勢一斑・ //
隆熈三年日用便覧） 正誤 /
61 会報











52 台湾ニ於ケル特別法犯（一） 塩尻 太郎 彌
55 台湾縦貫鉄道全通後ニ於ケル運輸成績（自四十一年四月至同年九月） 尾辻哲三
33/9359 雑報
// / 第十一統計書献上 台東庁ノ戸口及人口動態取扱手続 刑事犯人票調製ニ付質疑応答
民事統計ノ改善 鉄道部ノ統計 台北庁街庄長事務講習会ノ統計刑事犯人票記入ニ関 //
スル通知 統計課員ノ遠足 国勢調査ニ関スル質問 新刊紹介（台湾総督府第十一統計 // /
書・台湾人口動態統計 明治三十九年 （原 〔第三十八号正誤に四十年の誤りとあり〕








9 国勢調査ノ調査事項（承前 （完） 財部静冶 ）
18 札幌区区勢調査（承前 （完） 高岡熊雄 ）
26 台湾ノ貿易品中移輸出農産ノ将来（二） 藤井米八郎
32 転住票ノ作製 堤一馬
47 比律賓群島国勢調査ノ顛末（比律賓群島国勢調査報告 （二） 本会訳 ）




本島石炭ノ分析 街庄書記ニ対スル統計ノ試験問題 各庁轎賃 国勢調査ノ実行ニ関ス // /














34 台湾ニ於ケル特別法犯（三） 塩尻 太郎 彌
40 四季及月別生産、死亡、結婚及離婚（描画図説明）堤一馬
34/9342 雑報
報告例中改正 統計課ノ近況 子ヲ持テル内地人ノ注意 京都ニ於ケル台湾戸口調査ノ // /
講演 国勢調査楽観 国勢調査実行ニ関スル政府ノ答弁 国勢調査実行準備ニ関スル貴 // /
族院ノ建議 東京市勢調査ノ進程 如是我聞 稍旧聞 札幌区勢調査主任 札幌区勢調査 // / / /
















39 台湾ニ於ケル特別法犯（四 （完） 塩尻 太郎 ） 彌
45 地方及罪種別検挙件数（明治四十一年） 右田留造
47 雑報
注意事項 統計主務会議 台東庁ノ管轄区域 練習所ノ統計学試験問題 新竹医院ノ か // / / 「
ーど」式計算 金産出高 今期砂糖ノ産額 台湾銀行券発行毎週平均高 台湾北部ノ強 // / /
震 本島人ノ信仰 札幌区ノ人口動態 柳澤伯ノ渡欧 高野博士ノ欧米行 伝染病者結婚 // // /





















統計主務会議ニ於ケル長官ノ訓示 地方庁統計主務会議 統計講習会 膨湖島人ノ出稼 // /
// / / / 各製糖会社ノ資本及圧搾力 砂糖移出高 台湾銀行券発行及流通高 銀塊及為替相場
金塊買入高 統計課員ノ義務貯金 茶話会 懇親会 全国統計協議会 横浜人口ノ今昔 済 // / / / /
南府ノ独逸人 独逸ノ負債 普魯西ノ納税者 墺都ト独逸人 英国石炭ノ将来 発明品ノ // / / /









描画図（台湾一甲平均米ノ収穫（籾米 ） ） ）
1 統計研究上ヨリ憲法ニ就テ（承前） 花房直三郎













小票記入心得中改正 小票作製ニ関スル通牒 行政報告ノ改正 統計講習会規則ト時間 // /
割 統計講習会職員及講師 講師会 膨湖庁統計事務取扱規程 英訳戸口調査記述報文 // / /
ノ序文 漢訳戸口調査記述報文 漢訳戸口調査記述報文ニ対スル感想 高等官統計 韓 // / /
36/93国統計局新設 支那ノ人口 豪州ノ人口 巴奈馬堀割工事 世界最大ノ鉛塊 伯林市ノ財 /// / /

















第五回統計講習会開会 報告例改正案 人口動態小票番号記入方ニ関スル通達 戸口届 // /
書職業欄ノ記入方ニ関スル通牒 統計会議録 鳳山庁小公学校児童逓減 塩水港庁統計 // /
講習会 窪田貞二氏 統計学校設置 京大法科ノ統計学試験問題 本邦海運界ノ発達 福 // / / /
岡ノ落雷 世界最健康国 米国工業ノ犠牲 欧州ノ早婚傾向 米国ノ離婚数増加 本年上 / /// /































祝電 記述報文ニ対スル本島人ノ感想（上） 第五回統計講習会開会 第五回統計講習 // /
会終了 村重俊槌氏逝ク 白痴ノ原因 韓国民籍調査進捗 人口統計上ノ奇現象 香港ノ // / / /
人口ト日本人数 露国ノ独逸人 玖巴共和国ノ人口統計 埃及ノ人口 仏国ノ徴兵忌避 // / /












25 八重山島多子免税ニ関スル旧記（承前 （完） 岩崎卓爾 ）
31 台湾ニ於ケル日射病 眞倉民冶
34 職業ト犯罪（描画図説明） 堤一馬
36 公学校女子生徒纏足及天然足種族別 明治四十二年六月末調査 二瓶士子治 （）
38 雑報
// / / 官制改正ト統計課 報告例別冊中改正 通信報告規程ノ制定 第五回統計講習会経過
統計講習証書授与式 統計講習会雑観 記述報文ニ対スル本島人ノ感想（下） 直轄及 // /
支庁管轄ノ異動 台中庁統計事務取扱規程 明治四十一年末現住人口 本邦ノ通貨 本 /// /
// / / / 邦ノ金産額 麦ノ消費高 雷鳴ト落雷統計 澳国死亡者死因分類 米国来年ノ戸口調査
「」 世界ノ独逸人 倫敦ノ貧民 独逸国民ノ国債負担額 本年度ノ世界海軍費 くるっぷ // / /
38/93製鋼所ノ現状 独逸ノ自動車数 新刊紹介（四十年人口動態記述報文・四十一年現住 //
人口統計・台湾総督府第四回犯罪統計書・新竹庁第一統計摘要） 正誤 /
55 会報
















報告例改正 通信報告規程 薑ノ産額 農家ノ生活状態 札幌区勢調査ノ進程 村重俊槌 // / / /


















39/9345 比律賓群島国勢調査ノ顛末（九 （完） 本会訳 ）
51 雑報
台湾総督府報告例 臨時戸口調査ノ行賞 日英博出品ノ統計図 新高山ノ標高 医院長 /// /



















報告例別冊中改正 刑事犯人票記入例ニ関スル件 動態小票進達期限 台中庁統計事務 // /
/// / / 取扱規程 新刑法施行前後比較 渡台証明書下付人員 統計課員ノ遠足 市勢調査継続
札幌出農学士ノ職業別 在韓邦人 清国戸籍調査状況 悠久ノ時間 南京兎ノ大輸入 米 // / / /
国ノ棉花収穫 偽探険者ノ銭儲 仏国人口減少ノ理由 仏国ノ葡萄収穫 新刊紹介（英 // //
訳臨時戸口調査記述報文・台湾人口動態統計四十一年・台湾之米作統計） 正誤 /
52 会報















献本 報告例中改正 報告例中取扱方 嘉義庁統計事務取扱規程改正 新竹庁報告手続 // / /
墨山仙史ノ来翰 遠藤博士ノ巣園塾 国債額 銀行現在調 漢堡ノ人口 加奈陀ノ人口 伯 // / / / / /
















報告例中改正 嘉義庁報告例 人口動態票職業欄記載方 国勢調査準備委員会費 各国 // / /
国勢調査事業視察ニ関スル建議 国勢調査施行期限ニ関スル建議 統計技師 札幌勢調 // /
査ノ進程 全国壮丁ノ「とらほーむ」患者 韓国ニ於ケル文部省指定ノ小学校 人ノ爪 // /
ノ生長 欧米ノ電話数 世界ノ猶太人数 各国語ノ発達 伯林ノ墺匈人 百十三歳ノ独逸 // ///
婦人死ス 欧州牧羊業ノ退歩 あるぜんちんノ発達 普国小学校教員ノ年齢 // /
54 会報
幹事長及幹事ノ出張 幹事会 委員ノ異動 入会者 // /
附録
統計原論（一〇 （完） 高橋二郎訳 ）
第五十二号（明治43年5月）
描画図（台湾外国間輸出入価額 明治四十二年）













犯人票記入方ニ関スル通牒 通信報告規程別冊中改正 土木部報告例制定 諸学校児童 // /
身体検査規程 府内統計主務協議 練習所ノ統計学試験 国勢調査施行建言 生産調査 // //
会 百歳以上ノ不在者 一戸ノ租税負担額 //
61 会報
会長帰任 副会長退官 後藤幹事 委員ノ異動 入会者 // //
第五十三号（明治43年6月）
描画図（道府県生産額百分比例 明治四十年）









庁長会議ト統計 刑事犯人票ノ不備事項 桃園庁ノ茶価 国勢調査準備委員会官制竝其 // /
職員 酒ノ世界 新刊紹介（台湾総督府民政事務成績提要（第十四編 ・嘉義庁第四 // ）


















英訳記述報文ノ批評 新竹庁区長報告例 練習生卒業試験問題 高等女学校生徒卒業後 // /
ノ状況 本島ノ電燈供給 博物館ノ観覧人 本島ノ蕃害 国勢調査準備委員会事務所設 /// /
置 国勢調査準備委員会職員 国勢調査準備委員会 法科大学ノ試験問題 二階堂保則 // / /
氏 室蘭町町勢調査 福州ニ於ケル東瀛学堂生徒 南満洲ノ小学校 独逸領植民地及保 // //
護国ニ於ケル郵便局ノ現況 大同盟罷工ニ就テ 新刊紹介（台湾外国貿易年表（明治 //
四十二年 ・明治四十二年上半期産業状況・台湾銀行十年志） 正誤 ） /
60 会報




6 統計ト数学トノ関係（承前 （完） 財部静冶 ）
18 水力事業ニ対スル国家ノ優先権（続 （完） 大浦元三郎訳 ）
21 台史片々（統計資料 （続） 伊能嘉矩 ）






// / / ニ関スル通牒（其二） 犯人票作製事務ニ関スル通牒 犯罪統計原表 台湾ノぺすと
本島人ノ職員 中毒患者及死亡者 国勢調査方針 本年度列強海軍予算額比較 // /
50 会報












43/93本年ノ産金額 銀行券ノ平均発行高及流通高 全島製糖高 全国師範学校生徒父兄ノ職 // /
// / / 業竝資産 内地及本島ニ於ケル医師ト人口ノ割合 高野博士帰朝 新渡戸博士ノ近信































絵葉書ノ説明 花房博士ノ祝電 横山氏ノ祝詞 統計熱心ノ巡査 京大の試問問題 室蘭 // ///
町勢調査 紐育ノ現在人口 蘇士運河通航船舶 新刊紹介（英文台湾総督府学事第六年 // /
報・台湾総督府税務年報明治四十一年・台湾総督府土木部第一年報明治四十一年）
97 会報






第六回統計講習会 高岡学士ノ来信 国勢調査準備案 新刊紹介（台湾第五統計摘要・ ///
明治四十二年自七月至十二月下半期産業状況・札幌区区勢調査原表前編）
29 会報













第六回統計講習会職員及講師 司獄官協議会ト統計 専売品台湾内地比較 宅地ノ大小 ///
上野台冶氏〔 〕ノ書翰 新刊紹介（台中庁冶一斑・南投庁第一次統計摘要 室蘭町長 /
・明治四十二年度通信事務統計概要・世界各国植民地一覧図）
51 会報













33 英独国運ノ消長 大浦元三郎 （日独郵報所載独逸キール大学教授博士チ・ハルムスノ説）
45/9336 台湾総督府及所属官衙勅奏任官俸給及加俸算出表 村上常蔵
44 雑報
統計講習会 衛生博覧会ヘ出品ノ統計図表 監獄統計小票様式及記入心得 台南庁区長 ///
報告例 生命保険会社ノ死亡数 清国ノ予算 列国ノ電話拡張費 仏国ノ少年犯罪 米国 // / / /


















第六回統計講習会 庁分課規程施行細則準則中改正 宜蘭庁区長報告例 台南庁定期報 // /
告事務処理規程 阿緱庁報告事務処理規程 阿里山ノ樹木 台湾銀行券発行高 昨年中 // / /
// / / ノ砂糖移出及輸出高 本島人ノ預金及貸出金 島内勧業資金貸出高 本会雑誌配布数















15 犯罪ノ統計ニ就テ（五 （接第五十四号 （完） 横山雅男 ））
40 英、独国運ノ消長（接第六十号 （完） 大浦元三郎 ）
46 雑報
第十三統計書献納 第六回統計講習会証書授与式 第六回統計講習会経過 全国壮丁ト // /
花柳病 吃ノ統計 統計ト統計学 外国ノ悪例 独逸ノ戸口調査 墨国人口統計 強大国民 // / / / /















人口動態小票注意事項 宜蘭庁区書記事務講習会 阿片煙吸食特許者廃煙ノ減少 各種 // /
















蕃地仮住者ニ対スル戸口事務取扱方 蕃地仮住者ニ対スル人口動態小票作製方 嘉義 //
47/93庁統計講習会 国語学校入学志願者ノ学歴 本島糖生産予想高 甘蔗改良種ノ作付増加 // /
国勢調査ノ訓示 文部省学事年報改正 国債負担額 朝鮮総督府統計主任 統計ノ詩 女 // / / / /



















統計課事務概況 統計局ニ技手ヲ置ク 内地ノ盲 壮丁ノ「とらほーむ」 三十年前ノ // / /



















// / / / 嘉義庁第三回統計講習会 桃園庁ノ茶業調査 一日一食ノ民 朝鮮ノ戸口 英国ノ人口
豪州ノ人口 仏国ノ死生統計 倫敦ノ「せんさす」 ぶれんく氏退職祝 新刊紹介（台 // / /
湾犯罪統計・台南庁第五回統計書・嘉義庁第五統計摘要・日本帝国統計摘要・神戸
市々勢調査ノ結果 札幌区々勢調査原表（後編 ・府県統計書ノ総評・けとれーノ研 / ）
究・統計大意）
72 会報









本島各地ノ米価 京大ノ試問問題 柳澤伯ノ渡欧 本邦ノ華族 宮城県統計講習会及宮 // / /
城、千葉両県ノ生産調査 田原氏ノ短信 各国民砂糖消費高 世界ノ飛行家 新刊紹介 // //
（日本帝国文部省第三十七年報・ 朝鮮総督府〕学事統計） 正誤 〔 /
69 会報











報告例別冊中改正 人口動態ニ関スル通牒 戸口ニ関スル通牒 戸口ニ関スル往答 統 // / /
計課事務成績 高等文官ノ原籍 宜蘭岱米品評会ト統計図 宜蘭庁区書記会議 国勢調 // / /
// / / 査費 統計講習ト国勢調査ノ準備 東大試験問題 とらほーむ 講習会ニ於ケル講演 「」
海陸戦ノ死傷割合 一人当食料米 財部氏ノ留学 財部氏ノ新著 高橋氏ノ改名 万国統 /////
計協会副会長る、う゛はゆーる氏ノ訃音 仏国死亡率ノ減少 世界ノ大汽船 列国ノ鉄 // /











































元戸口調査部職員 刑事犯人票記入ニ関スル通牒 暴風雨被害 内地米作予想 物価騰 // / /
貴ノ原因 電信事業発展 清国ノ戸口 万国衛生統計会議 新刊紹介（新竹庁第三統計 // / /
摘要・台湾産業及金融統計摘要・日本之糖業）
113 会報






統計図表審査 官営移民 台湾糖税ト水害 京都市臨時人口調査 千葉県生産調査 新刊 // / / /
紹介（台湾外国貿易年表明治四十三年・台湾法務形勢一覧（本年七月調 ・宜蘭庁 ）
統計一覧（明治四十三年 ・台中庁冶一斑（明治四十三年 ・第六回世界年鑑） ））
23 会報












故祝長官銅像除幕式 在本島内地人学齢児童ノ就学 本島人学齢児童ノ就学 国勢調査 // /




幹事ノ出張 幹事会 委員ノ異動 入会者 // /
附録
白氏統計学理論（一○） 高橋勝弘訳
統計行政論（七 （完） 本会編 ）











民事訴件票中記入方ノ件 名誉賞状送附 統計描画図映写 宜蘭庁区書記事務講習 嘉 // / /
義庁ノ工業調査 死亡表調査ニ対スル褒賞 柳澤伯ノ帰朝 「トラホーム」講習会ニ於 // /




// 7 2 会長及副会長ノ帰府及上京 幹事長出張 入会者
第七十三号（明治45年2月）
描画図（台湾各官衙職員平均毎月ノ患者累年比較）
1 我国貿易ノ大勢並南清南洋貿易事情（三 （終） 清水孫秉 ）
14 本邦ノ生産調査ニ就テ（三） 水科七三郎








台湾ノ統計事務 明治四十四年末台湾人口 区勢一班 区書記事務講習ト統計 未登録 // / /
田畑 花房統計局長陞叙 学生生徒身体検査規程中改正 仏国中央統計局俸給表 印度 // / /















巻首ノ描画図 高等女学校生徒ノ出身地方 小、公学校生徒 本島米収穫高 博物館観 // / /
覧人員 本島ニ於ケル毒蛇傷被害 下阪藤太郎氏 西洋画ノ発展 音楽ハ女子ノ職業 失 / /// /















巻首ノ描画図 第十四統計書献納 報告例別冊中改正 人口動態小票作製ニ関スル通牒 ///
// // / 台南市死亡統計 国勢調査ノ施行ニ関スル質問及答弁 露国婦人ノ職業 詔勅ノ図表
地方官ノ出身別 在監外国人 我植民地ノ統計事業 世界鉱物産出額 正誤 新刊紹介 台 // / / / （
湾総督府第十四統計書・台湾統計要覧・台湾統計図表）
66 会報
















// / 巻首ノ描画図 警務課長会議ノ諮問事項竝注意事項 日台両文通俗統計学大意ノ序文
// / 英国生産調査報告 木村法学士ノ端信 勃耳加里国国勢調査ノ結果（高橋勝弘君報）

















台湾小学校児童身体検査規程ノ改正 博物館観覧人員 第二回統計図表調査委員 本年 // /
内地各府県ノ統計講習会 大学生ノ生活費 徴兵壮丁ノ「とらほーむ」 智利国統計中 // /






















台湾総督府鉄道部報告規程改正 臨時台湾総督府工事部報告例 通信報告規程改刷 第 // /
二回統計図表調査委員長変更 台南庁統計講習会規程 統計講習生ノ現在 東京統計協 // /
会事務所ノ焼失 府県市区債 内地ノ米消費高 特殊部落ノ現在 盲人ト按摩業 人体ノ / /// /
実価 新刊紹介（台湾総督府民政事務成績提要 第十六編・台湾総督府税務年報明 /
治四十二年・殖産報告類〔 ） 殖産局刊行の『移出米概況』等 冊 5 〕
66 会報









)5 7 台湾人口統計雑観（二 （終） 堤一馬
61 毒蛇咬傷 竹田唯四郎
65 雑報
台南庁統計講習会開会式 大葬ト犯罪減少 朝鮮現住内地人戸口 南洋在住ノ同胞 死 // //
亡統計不備ノ原因 新刊紹介（明治四十四年台湾外国貿易年報 ・台湾総督府 / （マヽ）
学事第八年報・統計講話）
67 会報







55/9339 公学校児童退学問題ノ研究竝各学年修了者ノ割合（三 （完） 二瓶士子治 ）
47 台湾及内地小学校児童発育比較（描画図説明） 二瓶士子治
50 雑報
第二回統計図表展覧 台南庁第一回統計講習会経過 東大法科ノ試験問題 京大法科ノ // /













































記念絵葉書 統計主務会商 暴風雨被害 阿緱庁ノ断髪ト解纏足 膨湖島ノ人頭税 返翰 // / / /
一束 聖武帝時代ノ人口 英ノ結婚率減少 欧州国民ノ租税負担 最近二十年ノ炭礦遭 // / /












国勢調査ノ準備 工業講習所 台湾明年度予算 宜蘭庁第四回区行政事務講習会 英領 // / /
北ぼるねおノ戸籍 護謨樹ノ成育 正誤 新刊紹介（世界糖業調査資料・台湾学事統計 // /
一斑（明治四十五年度 ・嘉義庁第六統計摘要（明治四十四年 ・農務彙纂第三十 ））
三 米ニ関スル調査）
17 会報












報告例別冊中改正 通信報告規程別冊中改正 人口動態報告事務ニ関スル通牒 宜蘭庁 // /
統計事務取扱規程 膨湖庁区長報告例 主ナル都邑ノ人口増減 在台内地人ノ死因 朝 // //
鮮総督府報告例 朝鮮現住内地人戸口 独逸壮丁ノ軟化 米国新聞記者ノ収入 世界最 // //
長距離ノ大鉄道 十六歳以下ノ既婚婦人一千万人 新刊紹介（明治四十四年台湾犯罪 //
統計・明治四十四年台湾現住人口統計・台湾第七統計摘要・三位三位乗除表）
56 会報














人口動態小票ノ郵送ニ関スル規定改正 統計事務ノ簡捷 台湾総督府作業所報告例 本 // /
期製糖歩留減 万国統計会議最新報告中ニ於ケル本邦会員ノ材料 内地麦作統計 東京 // /



















台湾ノ統計事務 人口動態小票郵送ニ関スル通知 大正元年末台湾人口 台湾銀行券年 // /
末発行高 内務省報告例ノ改正 内務省低利資金ノ融通 内地事業資金ノ増進 内地通 // //














56 台湾人口統計雑感（四 （描画図説明） 堤一馬 ）
61 雑報
報告例改刷 医院長会議ト統計 東京市市勢調査ノ延期 世界産金額 世界「ビール」 // / /
















第十五統計書献納 庁統計書編纂例 新蕃社発見 国勢調査ニ対スル希望 統計材料存 // / /
続方通牒 通信統計材料報告規程改正 福建省ノ人口 昨年ノ鉱産 木村法学士ノ端書 // / /
便 財部学士ノ近信 英国古新聞ノ輸出 渡米邦人 かみーゆ・じゃがーる氏ノ日本離 // / /











19 出生減退ノ世界的現象（二 （接第八十六号） 田原禎次郎 ）






庁統計書公刊費 台南庁学事統計事務打合会 宜蘭庁公学校新入学児童 本島会社資本 // /
/// / / 額 台湾銀行券発行高 来期ノ製糖予想高 本会同人ノ木村学士招宴 内地通貨流通高














報告例改正中地方庁ニ関係アルモノ 台湾銀行券流通高減少 通貨流通高 統計ニ現レ // /
60/93タ不良少年数 本年麦作予想 失火ノ原因 日本ニ於ケル妾 同緯度地ノ温度比較 国際 // / / /
職業及死因分類ノ進歩 海運業ノ発達 独逸帝国民死亡数 最近十二年間独逸帝国ニ於 // /








9 出生減退ノ世界的現象（三 （終） 田原禎次郎 ）






宜蘭台南二庁区長報告例改正 島内各銀行ノ預金及貸出金 台湾諸会社資本 税務統計 // /
台帳ノ改正 統計ニ関スル官制ノ改正 昨年ノ世界銅産額 独逸ノ初等教育 独逸ノ結 // / /








11 赤貧ト犯罪（もりそん氏原著訳 （接第八十七号 （完） 大澤豊次郎 ））





台南庁第二回統計講習会経過 台南庁統計講習会開講ノ辞 台南庁統計講習会鎖事 本 // /
島ノ豊作 全島小学校生徒数 全島公学校生徒数 統計方法原論ノ批評 花房博士ノ渡 /// /
欧 京大法科ノ試問問題 地方教育費漸減 戸数割激増 銀行会社新計画 国債現在額 独 // / / / /
逸植民地統計 欧州各国民ノ寿命 新刊紹介（統計方法原論・描画図・台湾外国貿易 //
年表明治四十五年） 正誤 /
65 会報











38 後七時二十分 西岡英夫 ）
51 各庁別米、甘藷及粗製糖ノ平均価格ニ就テ（描画図説明） 竹田唯四郎
55 雑報
刑事犯人票記入方ニ関スル通牒 台南庁第二回統計講習会記念撮影 花蓮港庁統計講 //
習会規程 花蓮港庁第一回統計講習会経過 膨湖庁統計講習会雑件 人口統計材料様式 // /
ノ改正 本邦船舶現在数 「統計方法原論」ノ批評 幹事長渡台十年 新刊紹介（明治 // //
四十四年産業状況・台湾総督府税務年報明治四十四年） 正誤 /
62 会報
幹事長ノ帰省 幹事ノ出張及帰省 入会者 //
臨時台湾戸口調査第八回記念号 第九十三号（大正2年10月）



















































// / / 巻頭ノ絵葉書 新竹庁区長報告例 第一回膨湖庁統計講習会 台中庁統計講習会開会
博士ノ数 白羊ト黒羊 露国ノ最近人口 新刊紹介（第十一台湾鉱業統計・新竹庁第五 // /
統計摘要・嘉義庁第七統計摘要・大正元年嘉義庁統計一覧）
188 会報







// / / / 英文統計要覧 支庁長・参事・区長数 駅勢調査 柳澤統計研究所 花房統計局長帰朝
米国独身者ノ増加 新刊紹介（大正六年台湾犯罪統計（実数ノ部 ・台湾第八統計摘 / ）
要） 正誤 /
28 会報















宜蘭庁警察報告例ノ改正 阿緱庁報告事務処理規程ノ改正 台中庁第一回統計講習会 //
経過 宜蘭庁区書記講習 小公学校教員ノ俸給 台北市街ノ小学校児童 台湾総督府大 // / /
正三年度予算 内地ノ小学校児童平均体格 衆議院党派別 本年ノ伝染病 朝鮮甜菜試 // / /
作成績 在支那外国商人 日墨ノ貿易 新刊紹介（台湾現住人口統計大正元年十二月三 // /
十一日・膨湖庁統計一覧・日本帝国文部省第三十九年報・統計方法実習）
67 会報
















巻首描画図ノ説明 大正二年末台湾人口 大正二年台湾統計事務 蕃地生産調査会 統 // / /
計家兼務 統計方法原論批評 新任統計官 東北地方ノ凶作 改名好キノ朝鮮人、無名 // / /
ノ朝鮮婦人 各国標準時 新刊紹介（台湾総督府鉄道部第十四年報・台南庁第二統計 //
（ 摘要・南投庁第三統計摘要・花蓮港庁統計一覧・明治四十三年日本帝国死因統計
第一編 （第二編 ・教育統計摘要） ））
68 会報












南投、阿緱二庁ノ統計講習会 本島ノ中学校生徒 本島ノ高等女学校生徒 最近全島小 // /
// / / / 学校児童 本島ノ産糖額予想 本島ノ対外貿易 京都市ノ生業 関東州ニ於ケル伝染病
列国ノ支那放資額 邦人労働者ノ減少 南洋貿易ノ趨勢 教育ニ関スル万国統計会議ノ // /
決議 西伯利亜ノ移民 新刊紹介（台中庁冶一班・呉氏産業統計講話・府県費及北海 //
道地方費歳出予算表大正二年度・日本帝国第三十二統計年鑑）
66 会報














/// / 第一回南投庁統計講習会経過 高橋氏ノ祝歌 本島ノぺすと 本島鼠族ノ駆除及検査
本島ニ於ケル在監人 本島ト内地トノ動態比較 帝国艦艇ノ増進 米ノ収穫高 本邦在 // / /
留外国人 全国ニ於ケル牛ノ屠殺 牛乳ノ需要ト価額 米国渡帰航者調 各保険会社ノ // / /
契約高 新刊紹介（台湾総督府第十六統計書・大正元年台湾犯罪統計（比例ノ部 ・ / ）
台湾総督府学事第十年報・阿緱庁第六統計書）
63 会報















第十六統計書献納 第二回臨時台湾戸口調査確定 蕃人戸口調査 第二回阿緱庁統計講 // /
習会顛末 統計講習会瑣事 第三回宜蘭庁統計講習会 嘉義庁技術員ノ統計図 桃園庁 // / /
ノ産茶 国勢調査実施期決定請願 帝国国債高 帝国地方債 内地ノ執達事務一斑 米国 / /// /


















第二回臨時台湾戸口調査 国語学校生徒新入学 官立学校大正二年度卒業者数 全島小 // /
学校卒業者数 台湾壮丁成績 台湾本期産糖 本島鉱産額 本島各港内地貿易 関税実収 /// / /


















第二回臨時戸口調査ノ職員設置 台東庁及花蓮港庁管轄区域改正 第三回宜蘭庁統計 //
講習会 人口動態報告事務ニ就テ 大正二年末戸口 添寝ト肺結核 麦酒ノ需要増加ト // / /















臨時戸口調査部設置 臨時戸口調査部分課規程 臨時戸口調査部職員 第三回宜蘭庁統 // /
計講習会顛末 第三回宜蘭庁統計講習会雑信 桃園庁統計講習会 学齢計数器 水科統 // / /
計課長談片 恵恤 国際統計条約公布 内地静態人口ノ無稽 相原重政氏ノ訃音 布哇ノ // / / /
人口 文明ト戦争 新刊紹介（台湾総督府税務年報大正元年・台湾外国貿易年表大正 //
二年・増訂国勢調査法・大正元年調査細民調査統計表摘要・第八回袖珍世界年鑑）
会報
// / 6 5 会長帰府及出張 幹事出張 委員ノ異動 入会者








48 犯罪統計ノ学理的基礎竝其ノ将来ノ改良ニ関スル結論（六 （終） 本会訳 ）
62 台湾ノ貿易ニ就テ（描画図説明） 二瓶士子治
66 雑報
// // 戸口調査部兼務者 嘉義庁報告例改正 小、公学校教員勤続年数 大正三年期製糖高
各製糖会社ノ被害率 大正四年期製糖見込高 農商務省第三回統計協議会 大隈伯談片 // /
本邦博士ノ数 京大法科ノ統計学試問問題 私立大学ノ資産 内外酒類ノ「あるこほ // / /
ーる」含有量 本邦ノ礦産額 飲、禁酒家ノ死亡生残数 人間一箇年ノ食量 朝鮮ノ水 // / /
田ト灌漑 列国富力増加額 雑婚ト出産数 独逸ノ乳児死亡 欧米ニ於ケル砂糖消費量 // //
霊魂ノ重量検定 /
72 会報










台中庁報告例改正 第一回桃園庁統計講習会顛末 桃園庁統計講習会雑件 南投庁ノ // /
まらりや 患者 台湾各銀行ノ預金及貸出金 本島人ノ文官職員 国勢調査見合 読 「」 「 // / /
書世界」ニ於ケル杉博士 再ビ京大法科ノ統計学試問問題 鉄道従業者ノ死亡率 東京 // /
// / T h e 市ノ膨脹 在香港日本総領事館管内本邦人戸口 植民地ト郵貯 新刊紹介（台湾・
・最近本邦生産統 Climate, Typhoons, and Earthquakes of the island of Formosa, Taiwan
計・はいど文庫書目録）
63 会報

















































第九回記念絵葉書 第三回台南庁統計講習会 統計講習会未開催ノ地方庁 大正二年末 // /
人口 大正二年動態人口 太魯閣蕃銃器押収数 台湾ノ豪雨 操觚者大会 国勢調査ト戦 // / / /
役 日本古今ノ人口 船舶現在数 府県統計講習会ノ下火 朝鮮人ノ体質 欧州各国ノ面 // / / /
積及人口 独逸出征軍一週間ノ食糧 新刊紹介（第十二台湾鉱業統計・大正二年宜蘭 //
庁統計要覧・台湾産業及金融統計摘要） 正誤 /
187 会報







氏名不詳ノ犯人票外一件ニ関スル照復 台東庁ノ一部蕃地編入 番社戸口 第三回台南 // /
// / / 庁統計講習会雑記 宜蘭庁区長会議 宜蘭庁第六回区書記事務講習会ノ統計 今ハ昔
本年台湾第一期米作 本年ノ台湾夏蚕 最近各市現住人口 内地第二回米作予想（農商 // /
務省） 駅勢調査再開 新刊紹介（大正二年末台湾現住人口統計・台湾第九統計摘要 //
大正二年・台湾米ノ将来（第二報 ・第一糖務年報明治四十五年大正元年期） 正誤 ） /
70/9342 会報
統計摘要ノ翻刻 第十一回会務報告 名誉会員推薦 会長帰府及出張 副会長帰府 幹事 // / / /













巻首描画図 戸口調査簿整理 第三回台南庁統計講習会始末 第四回嘉義庁統計講習会 // /
台中庁区書記講習会 解纏足ノ流行 内地静態人口統計取扱手続改正 独逸民族ノ退 // / /
化 新刊紹介（台湾総督府鉄道部第十五年報（大正二年 ・新竹庁第六統計摘要（大 / ）
正二年 ・大正二年嘉義庁統計一覧・嘉義庁第八統計摘要（大正二年 ） 正誤 ）） /
63 会報














大正三年末台湾人口 大正三年台湾統計事務 臨時戸口調査事務提要 第一回台北庁統 ///
計講習会 第四回嘉義庁統計講習会顛末 嘉義庁第四回統計講習会瑣事 嘉義庁第三回 ///
// / / 技術員作品展覧会 臨時戸口調査ト単位観察 公学校児童ノ断髪 公学校女児ノ纏足
台湾ノ保険会社 宜蘭庁土地所有者階級 南洋出稼ノ支那人 新刊紹介（大正二年台湾 // /
71/93総督府第十七統計書・大正二年台湾人口動態統計（原表之部 ・人口動態統計〔堤 ）
一馬執筆 ・応用統計〔竹田唯四郎執筆 ・台湾移民統計・花蓮港庁統計一覧大正 〕〕
二年・日本帝国第三十三統計年鑑・南洋ニ於ケル華僑）
63 会報
幹事長帰府 幹事出張及帰府 終身会員 入会者 // /
第百九号（大正4年2月）
描画図（職業ト死亡原因 大正二年）










台湾総督府第十七統計書献納 臨時戸口調査諸規程 第一回台北庁統計講習会顛末 新 // /
竹庁統計講習会 太魯閣蕃討伐隊死傷及疾患 帝国本籍人口 軍人ト肺結核 北米白人 // / /
ノ枯凋 新刊紹介（日本帝国文部省第四十年報 自明治四十五年四月至大正二年三 /














支庁ノ廃合及区ノ名称等改正 台南庁報告例改正 新竹庁統計講習会 大正三年民事訴 ///
訟調停件数 大正三年本島貿易 大正三年蕃害 タイヤル蕃ノ数量ニ関スル智識 列強 // / /
戦費ト耐力 新刊紹介（第六回逓信事業一覧・台東庁勢一斑大正二年） /
67 会報




2 統計的方法ト帰納法（二 （完） 高田保馬 ）







第二回新竹庁統計講習会顛末 第一回台東庁統計講習会 大正三年宜蘭庁印鑑取扱件 //
数 台中庁解纏足 道庁府県人口統計主任会議 京大法科ノ試問問題 財部京大助教授 // / /
帰朝 京大ノ統計学講座 青島人口ノ増加 底ノ見エタ独逸ノ兵力 新刊紹介（大正二 // / /
年台湾犯罪統計（実数ノ部 ・同（比例ノ部 ・大正二年台湾人口動態統計記述報 ））
文・大正二年台湾統計要覧・台南庁第三統計摘要（大正二年 ） 正誤 ） /
66 会報










(5 4 売買婚ノ真相 描画図説明） 堤一馬
59 雑報
臨時戸口調査事項予備調査 統計局長來台 第一回台東庁統計講習会顛末 府県予算ノ // /
一人負担額 市区ノ人口 女ノ多キ市区 樺太ノ移民 在外本邦人 新刊紹介（第三十次 // ///
農商務統計表）
68 会報









臨時戸口調査ノ予備調査ニ関スル通達 統計局長來台 二八水公学校ニ於ケル読ミ書 //
キノ程度調 第一回台東庁統計講習会余聞 蕃人ノ刺墨禁止 香港ニ於ケル支那移民出 // /
入状況 新刊紹介（膨湖庁統計一覧（大正二年 ・統計学研究） 正誤 // ）
63 会報




3 本邦人口中ニ於ケル男子超過ニ就テ（二 （完） 高野岩三郎 ）




臨時戸口調査ニ関スル注意要項 陸海軍人ノ除外及特例 医院及監獄ノ特例 領事館ノ // /
// / 特例 臨時戸口調査ノ予備調査ニ関スル通達（第二次追加） 臨時戸口調査訓練会
臨時戸口調査訓練会規程及開会式順序 戸口調査副部長交迭 後藤警視ト主事事務取 //
// / / / 扱 花房内閣統計局長講演 紳章附与人員 宜蘭始政記念展覧会ト統計図 本邦ノ人口





会長帰府 名誉会員推薦 入会者 //
附録








34 改定職業類別 職業類聚準則（一） 阪本敦
39 雑報
臨時戸口調査部定員改正 臨時戸口調査ニ関スル旅費ノ件通牒 陸軍所属ノ軍隊軍衙 //
ニ対スル臨時戸口調査ノ件通牒 海軍所属ノ軍隊軍衙ニ対スル臨時戸口調査ノ件通 /
74/93牒 臨時戸口調査ニ関スル往答 臨時戸口調査事務訓練会 長官ノ招宴 各庁ニ於ケル // / /
臨時戸口調査委員部ノ設置 臨時戸口調査準備事務視察 「新台湾」ノ臨時戸口調査 //
観 台北庁ノ船舶調査 蕃人ト病気 細川雄次郎氏逝ク 新刊紹介（明治四十四年日本 // //
帝国死因統計第一編・第二編） 正誤 /
48 会報








21 改定職業類別 職業類聚準則（二） 阪本敦
28 現住人口階級別市町村数及其ノ人口（都鄙別人口） 濱田富吉




戸口調査副簿ノ整理 臨時戸口調査ニ関スル往答〔膨湖庁他各庁・監獄等〕 臨時戸 //
// / 口調査ニ関スル告諭 第二回臨時戸口調査ノ要旨 練習所ニ於ケル臨時戸口調査講習
共進会事務委員 四阪島ノ戸口調査 米国ノ富力 新刊紹介（大正二年末人口静態調査 // /
結果速報（第九号 ・帝国統計時報） 正誤 ） /
56 会報






12 改定職業類別 職業類聚準則（三） 阪本敦
30 台湾ト南支南洋間ノ経済的聯鎖 清水孫秉





臨時戸口調査ニ関スル職員徽章 臨時戸口調査開始 臨時戸口調査完了 民政長官ノ来 ///
//// 電ト副部長ノ答電 廣瀬副部長以下巡視 花房統計局長ノ祝電 二階堂統計官ノ祝電
75/93永山嘉一氏ノ祝電 所帯票記入方ニ関スル件各委員長ヘ通牒 臨時戸口調査ニ関スル //
往答（南投庁、台東庁、嘉義庁、阿緱医院、花蓮港庁、台南庁） 練習所ニ於ケル /
臨時戸口調査講習 戸口調査ノ注意 総督府図書館概況 島内ノ銀行預金ト貸出金 本 // / /













調査課事務規程 倉庫係事務規程 検査係事務規程 所帯票略符記入心得 所帯票ノ発 /// /
著 副部長ノ訓示ト主事ノ説示 台湾ノ新聞雑誌ニ現ハレタル戸口調査 第二回南部物 // /
産共進会ヘ統計課ノ出品 一九一四年海峡植民地人口 /
35 会報
第十統計摘要ノ翻刻 第十二回会務報告 名誉会員推薦 会長退官 本会雑誌第二総目 // / /















口絵写真 単名票謄写心得 所帯単位票謄写心得 写字生規程 戸口調査部移転 戸口調 // / //



















各委員ニ対スル行賞 区長及保正ニ賞状授与 宜蘭庁統計書類編纂規程 鉄道作業統計 // /


















台湾総督府第十八統計書献納 大正四年統計課事務概況 大正四年臨時戸口調査部事 //

















大正五年度戸口調査費 警監練習所ノ統計学 大正三年人口動態統計記述報文 所帯票 // /













28 台湾人ノ迷信（四 （完） 石川忠一 ）




地方庁統計主務会議 地方庁主務会議職員 蕃地ニ戸口規則施行 蕃地ニ人口動態報告 ///
施行 蕃地仮住者 委員部廃止 所帯票検査及整理 台湾進歩ノ描画図 台湾四、五月ノ /// / /
天気 国籍法改正ト二重国籍者数 統計材料ノ誤謬 「あるこーる」ト死亡率 新刊紹 // / /
介（台湾統計要覧大正三年・大正三年台湾総督府民政事務成績提要第二十編・大正
78/93三年宜蘭庁第七統計書・台南庁第四統計摘要大正三年・明治四十五年・大正元年日
本帝国人口動態統計（実数及比例 ） 正誤 ） /
53 会報
会長及副会長帰府 幹事長出張及帰府 幹事出張及帰府 後藤幹事辞任 後任幹事藤代 // / /











地方庁統計主務会議経過 地方庁統計主務会議列席者 主務会議会長招宴 伊東祐穀氏 // /
ノ來台 宜蘭庁区書記事務講習会 内閣統計局ノ顧問設置 内閣統計局長任免 内閣統 // / /
計局顧問任命 花房博士叙位 国勢調査如何 東京市ノ戸口数 新刊紹介（大正三年台 /// /
湾人口動態統計記述報文・自大正元年度至大正三年度台湾埤圳統計・蕃社戸口（大
正四年十二月末 ・台湾総督府学事第十一年報・台南庁統計梗概・台中庁冶一斑 大 ）（
正三年 ・膨湖庁第一統計書（大正三年 ・台湾経済参考統計摘要） ））
66 会報





12 本島及南支那地方ニ於ケル石炭ノ需給（下 （完） 川北幸寿 ）







集計係事務規程 戸口調査部近況 統計刷新ノ訓令 統計刷新ノ訓令ニ関スル談話 共 /// /
進会審査薦告 台北庁統計報告事務規程 宜蘭庁各公学校新入学児童状況調 宜蘭庁印 // /
鑑取扱件数 各庁蕃社戸口 国勢調査機関 朝日ノ国勢調査論 内務省民力調査 壮丁ノ /// / /

















戸口調査部近事 統計課近事 台湾生産調査 台湾米ノ比島輸出有望 銀行券ノ発行高 // / /
増加 銀価騰貴ト銀塊輸出 内地ト台湾ノ徴税費 高橋、呉両氏表彰 統計展覧会 帝国 /// / /





会長上京 幹事長出張及帰府 終身会員 入会者 // /
第百二十七号（大正5年8月）
描画図（台湾及内地ノ乳児死亡率比較）










戸口調査副簿附箋撤去 同一街庄内転寄留届出方 臨時戸口調査部職員 所帯単位票謄 // /
写心得中改正 写字生規程中改正 写字生賞与 本年第一期作米作予察 重要物産放資 // / /
額 金銀及銅ノ産額 本島酒精ノ産額 台北ノ腸窒扶斯ト医療費 内閣統計局ノ図表展 /// /
80/93/// / / 覧ト台湾 保健衛生調査会 学事統計ノ改善 中学生ノ発育ト学業ノ優劣 鉄道ト旅客
日米混血児 米国人ト食蛙 /
64 会報










54 国際貿易統計（輸出入品表 （大正四年） 相良三熊 ）
64 雑報
// / / 戸口調査部近況 宜蘭庁公学校児童齲歯 台湾産糖額予想 東京市ノ人口及職業調査
英仏独ノ所得及国富 仏国ノ産児奨励案 新刊紹介（台中庁統計一覧大正四年） 正誤 // /
69 会報






)2 9 我対支貿易概観（二 木村増太郎
33 台湾糖業ノ変遷（上） 藤井米八郎





戸口調査部長巡視 単名票作成ニ関スル賞与 臨時戸口調査部近況 福田属 宜蘭庁統 // / /
計事務取扱方 宜蘭庁管内ノ国語研究会 警察上説諭件数及人員 台湾産糖額予想 一 // / /
日以降本邦進水船噸数 最近正貨総額 米国軍需品輸出高 各国戦費比較竝其ノ一人当 // /












督府報告例中改正 戸口調査部近況 第二次戸口調査確定数 花蓮港有志ノ招宴 華僑 // / /
ト台湾ノ民数 内閣統計局顧問ト課長 第二回地方統計主任協議会 住家ト不住家 髪 // / /
ト眼ノ色 正誤 /
34 会報











概覧表及集計原表製表順序 内閣総理大臣ノ統計ニ関スル指示 内閣ノ地方統計主任 //
会議 大正二年中日本帝国人口動態ノ梗概 高田学士ノ近信 財部氏ト学位号 我邦正 / ///




















臨時戸口調査進程 在台内地人ノ増加 中部地方大震報告 台南庁統計事務講習会 宜 /// /
















台湾総督府第十九統計書献納 大正五年統計課事務概況 戸口調査部職員 稲米播収其 // /
他二件ノ報告期限 物価調査ニ関スル注意 刑事講習会ノ統計 台北庁統計雑纂 鳳山 // / /
ニ於ケル区書記統計講習会 水科主事ノ告別辞 水科技師ノ招宴 官報彙報 物価騰貴 // / /





幹事長出張及帰府 統計書配布 委員ノ異動 入会者 ///
第百三十四号（大正6年3月）
描画図（自和蘭時代至清国時代末期台湾甘蔗栽培分布図）
1 「ぺすと」流行ニ就テ（四 （完） 倉岡彦助 ）
22 数ニ関スル二三ノ注意 水科七三郎
26 台湾糖業ノ変遷（承前） 藤井米八郎





臨時戸口調査部事務概況 大正五年末台湾人口 臨時戸口調査部解雇 再水科主事ノ告 ///
別辞 台北庁ノ支庁統計主任会議 水科統計課長ノ講演 木曜会ノ講演 宜蘭庁沿岸貿 // / /
易 各地病院ノ患者一人平均入院日数 高橋勝弘氏逝去 大正五年米実収高 地方教育 // / /
費調査 内地昨年中ノ伝染病 在外邦人 満鉄ノ支那人中学校設立計画 写真結婚婦人 // / /
ノ減少 正誤 /
64 会報
会長帰府 委員ノ異動 入会者 //












水科技師退官 准所帯ノ種類細別 宜蘭庁区書記会議 国勢調査法ハ空文 中年ノ女ノ ////














結果表作製事務ノ現況 学校生徒身体検査報告ノ改善 水科、竹田両氏叙位叙勲 内地 // /
語ヲ話ス本島人 水科主事ノ内地談 国勢調査実施ニ関スル建議書提出 華族ノ静態調 // /
84/93査 国債現在額 広東在留日本人 支那ノ外債現在額 比律賓本年ノ糖作損害 巴奈馬運 // / / /
河ノ船舶通過状況 撃沈船国別 新刊紹介（第四糖務年報［大正四年期 ・台中庁統 // ］
計摘要大正四年・大正四年膨湖庁第二統計書）
63 会報













統計材料中不備ノ件通知 工業及工場票調査ニ関スル注意 後藤祐明氏ノ転任 宜蘭庁 // /
各公学校新入学児童激増 農産物調査方法ニ関スル指導 新旧課長ノ送迎会 大正三年 // /
中日本帝国人口動態ノ梗概 花房博士ノ還暦祝ト記念事業 六大都市戸口 海軍志願兵 // /





















報告例記入方ニ関スル通牒 臨時戸口調査概覧表 臨時戸口調査集計原表 臨時戸口調 // /
査職業名字彙 戸口調査部勤務時間 慰労金支給 宜蘭庁下食塩売捌数量及価額 本邦 // / /















第二次臨時戸口調査結果表調製順序通則 台湾ノ教員講習会ト統計 台湾米作予察 宜 // /
蘭国語研究会 国勢調査及統計問題 国勢調査ニ関スル衆議院ノ建議 国勢調査ノ曙光 // /
農商務統計規程 開戦以来我国ノ戦費 東京市棄児ノ場所 杉博士ノ祝寿 世良氏ノ寿 // / / /
莚 花房博士還暦祝賀 高野博士ノ渡台 伯刺爾ノ邦人移民近情 // /
66 会報











台湾人口動態統計死亡原因類別ノ改正 土語ヲ話ス内地人 台湾人口動態統計十年報 //
ヲ読ム 本邦貿易額 本島ノ米価 台北一年中ノ遺失物 台湾ノ面積ハ正確 国勢調査実 /// / /
行 大正五年度歳入増加 花房博士還暦祝賀寄附金 文部省留学生ノ状況 日本一ノ死 // //
亡村 北海道人口一万以上ノ市街 北海道「あいぬ」ノ戸口 邦人海員激増 生絲輸出 // / /
86/93増加 下級民ノ生計状態 避暑客ノ数ヲ調ベル妙法 米国ノ最近人口 仏国ト一夫五婦 // / /

















報告例別冊中改正 戸口調査事業進捗 戸口調査記念 花蓮港庁行政区域ノ改正 第一 // / /
回帝国国勢調査 銀塊五十五片 新刊紹介（第二次臨時台湾戸口調査概覧表） //
68 会報








// / / / 臨時戸口調査部近況 臨時戸口調査部事業概要 国勢調査 国勢調査費 在監囚人激増
花房博士還暦ノ祝歌 新刊紹介（第二次臨時台湾戸口調査集計原表（全島 ） / ）
31 会報










臨時戸口調査部ノ最多人員ト時間外勤務 柳澤伯「統計雑話」中ノ台湾戸口調査 国 //
勢調査準備 保健調査第一部会 米作第二回予想 世良翁ニ祝歌 杉博士卒去 新刊紹介 // / / /
（第二次臨時戸口調査集計原表（地方 ） ）
59 会報
会長出張及帰府 杉名誉会員卒去 入会者 //














高野博士來台及島内旅行日程 高野博士ノ講演 本島大正五年中ノ産児数 台湾ノ小公 // /
学校生徒 本島ニ於ケル午歳ノ内地人 和田理学博士卒去 本邦正貨十一億突破 小麦 // / /
実収高 憂フベキ日本ノ幼児 東京市ノ伝染病 列国通貨激増 新刊紹介（大正五年末 // / /
台湾現住人口統計・台湾事情（大正六年版 ） ）
61 会報













臨時戸口調査結果表 臨時戸口調査記述報文 国勢調査費 高野法学博士 和田博士ノ // / /
絶筆 台南市場沿革略記 簡易生命保険歳出予算 各国喪失艦艇 世界ノ穀産額 新刊紹 // / / /
介（台湾総督府第二十統計書・台湾総督府学事第十五年報・新竹庁第九統計摘要）
62 会報
幹事上京 委員ノ異動 入会者 //
第百四十六号（大正7年3月）
描画図（台湾ニ於ケル人口ノ年齢構成）
1 地方財政及其統計概説（二 （完） 花房直三郎 ）
40 欧州ニ於ケル統計事業ト本邦殊ニ台湾ニ於ケル統計事業 高野岩三郎
59 杉先生逸話 水科七三郎
(6 2 台湾糖業ノ変遷（承前） 完） 藤井米八郎
70 山田申吾遺稿「米価ノ研究」ヲ読ミテ感ヲ記ス 出渕勝郎
77 第十九世紀ニ於ケル墺國ノ科学トシテノ統計（一〇 （完） 本会訳 ）
88 台湾ニ於ケル人口ノ年齢構成（描画図説明） 竹田唯四郎
94 雑報
臨時戸口調査部廃止 水越事務官統計課兼務 宜蘭庁漢文教育程度 牛塚統計局長ノ最 // /
近動態統計談 国勢調査組織 北海道室蘭町ノ陞格ト戸口 寒気ノ為メニ頻々トシテ死 // /
亡 田原氏ト屠氏來信 支那歴年ノ国際貿易 新刊紹介（宜蘭庁統計要覧大正五年・日 // /
本帝国第三十六統計年鑑）
99 会報











口絵説明 国勢調査ノ施行 報告例別冊中改正 第二次臨時戸口調査ニ関スル諸法令ノ // /
廃止 第二次臨時戸口調査ニ関スル行賞 水科氏内地帰還 臨時国勢調査局及国勢調査 // /
評議会官制 調査課新設 臨時国勢調査部設置 統計官新設 第二次臨時台湾戸口調査 // //
顛末書 第三回台湾事情 台湾人口動態統計記述報文 台湾犯罪統計書 本島予算ノ膨 // //
/ / // // 脹 都会ト婚姻難 膨湖庁統計講習会 食糧品輸出激増 在監人ノ増加 海外在留日本人
六大都市比較 関東州ト国勢調査 呉文聡氏逝ク 世界ノ主ナル船主 世界穀産額 馬來 // // /
89/93半島ノ生産及死亡
95 会報














総督府報告例別冊中改正 国勢調査評議会 台中庁統計事務取扱規程 本島ニ於ケル都 // /
会 内地人ノ集合地 本島の養豚事業 内地各市区ノ人口 郵便貯金ノ現況 文部省直轄 /// //


























57 各庁ノ主ナル死因（各庁死亡百中 （描画図根拠） 総督府調査課調査 ）
59 雑報
総督府報告例別冊改刷 国勢調査施行ニ要スル地方経費ノ国庫支弁ニ関スル法律 国 //
勢調査費改定 朝鮮台湾及樺太ノ国勢調査費 島内銀行会社 鼠族駆除成績 宜蘭物産 // / /
陳列場ト統計図表館 内地在籍船舶数 対外貿易近況 麦酒輸出増加 東京統計協会ヘ / ///
恩賜
63 会報









総督府報告例別冊中改正 国勢調査ニ関スル諸会議 国勢調査局長官ノ挨拶 内閣統計 // /
講習会 国勢院新設計画 第四回宜蘭庁統計講習会顛末 本年上半期ノ本島貿易 芭蕉 // / /
実ノ移出高 内地米ノ移入額 本島ノ田畑面積 本島ノ桑園面積 本島甘藷の収穫 本島 /////
苧麻及黄麻ノ産額 本年ノ虎列刺 七年末内地ノ人口 市及区ノ人口 人口二万以上ノ // //
町及区 働ケナイ者ノ殖エテ行ク東京市 受刑者罪名別 開墾見込地 内地鉄道輸送成 // / /
績 船舶現在数 郵便貯金増加 貨幣製造高 東京ニ於ケル銀行 日鮮人ノ結婚 青島貿易 // // / /
統計 支那ノ対外貿易 香港ノ人口 伯國移民数 // /
73 会報
















調査課長更迭 国勢調査部ノ課長更迭 台湾国勢調査ノ準備事務 台湾国勢調査施行規 // /
則 皇室ト国勢調査 国勢調査ノ都々逸宣伝 朝鮮国勢調査ノ中止 本島ニ於ケル五千 // / /
人以上ノ居住地 内地人三百人以上ノ居住地 内地人ノ本島人ヨリモ多キ地方 全島ノ // /













台湾国勢調査事務取扱規程 監督委員及監督補助委員心得 調査委員心得 世帯調査書 // /
様式 世帯調査書記入心得 要計表様式及記入心得 庁国勢調査委員部規程 国勢院設 // / /
立 臨時国勢調査局官制中改正 国勢院処務規程 戸口調査副簿ノ整理 附箋記入ニ関 // / /
スル注意事項 附箋記入ニ関スル質疑往答 庁戸口主務会議 庁ニ於ケル副簿整理事務 // /
国勢調査事務講習会 台湾国勢調査ノ特別調査 大正八年末東京市現住戸口 労銀騰 // / /
貴趨勢
98 会報









人口動態報告規程中改正 副部長定員改正 国勢調査事務講習会召集 国勢調査事務講 // /
// / 習会ノ状況 国勢調査各委員ノ選抜ニ関スル通達 国勢調査ノ特別調査ニ関スル通達
陸海軍ノ部隊及艦船ノ国勢調査ニ関スル件 船舶ノ国勢調査ニ関スル沖縄県ノ照会 /
国勢調査徽章 国勢調査旅費支給規程 国勢調査事務ニ関スル注意要項 世帯調査書 // / /
及要計表検査手続 国勢調査事項一覧表 地方官官制改正ノ影響ニ関スル通達 国勢調 // /
査ノ宣伝 戸口調査副簿ノ附箋記入ニ関スル往答 /
（了）
93/93